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 月は太陽とともに地球上で暮らす人間にとって，もっとも身近な天体であり，

古今東西の神話や伝説，物語，詩歌，音楽などの素材とされてきました。また，

その運行にもとづいて暦が作られ，生活にリズムを与えてきました。 

 人間にとって「月」とはどのようなものであったのか，文学，音楽，歴史など

の多様な視点から考えます。 

第 1回 県立広島大学公開講座 

毎週土曜日 １日２講座 （全８回） 

14:00～15:00，15:10～16:10（休憩１０分をはさむ） 

 

 平成２１年２月１４日（土）～３月７日（土） 

 

 廿日市市役所 7 階会議室（廿日市市下平良１丁目１１―１） 

  一 般（社会人，大学生，高校生など） 

 ８０名 ＊申込み多数の場合は，抽選となります。 

 １，０００円 

対 象 

会 場 

往復はがきに「県立広島大学公開講座 受講希望」と明記のうえ，  

①住所，②名前，③電話番号を記入し，下記へ郵送してください。 

（返信はがきには，ご自宅の郵便番号，住所，お名前をお書きください。

お名前の後ろには「様」をお書きください。） 

 

廿日市市生涯学習推進本部 
〒738-8501 廿日市市下平良 1-11-1 
廿日市市教育委員会生涯学習課 内 
TEL：（０８２９）３０－９２０３（直通）   
FAX：（０８２９）３２－５１６３ 

＊ 日程の詳細は、裏面をご覧ください。 

＜主催＞ 

 県立広島大学地域連携センター 

 廿日市市教育委員会 

 廿日市市生涯学習推進本部 

  
 

 平成２１年１月２８日（水）当日消印有効 

 廿日市市役所 
 ●廿日市市下平良１丁目１１－１ 
 ●広電廿日市市役所前駅から徒歩９分 

月の文化誌 
― 古今東西「月」を読む ― 
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日 時 内   容 講 師 

2 月 14 日 

  (土） 

第１回 

14:00～

15:00 

月の愛で方 ― 信仰と風流 ― 

月への人々の関わり方は，実に多様です。お月見の風習があれば，

月を見ることを忌む発想もあります。満月は，仏教では悟りの象

徴として使われますが，三日月を信仰する人もいます。人は，月

にどのような思いを託すのでしょう。 
 

人間文化学部 
教授 

樹下 文隆 

第２回 

15:10～

16:10 

月と暦 ― 閏月を中心に ― 

暦は，時の流れを日・月・年の単位によって区切り，数えるよう

にしたものです。旧暦では，もう一度同じ月を繰り返す「閏月」

がありました。一年が１３か月になると，生活にどのような影響

があったのかを考えてみます。 
 

人間文化学部 
教授 

秋山 伸隆 

2 月 21 日 

  (土) 

第３回 

14:00～

15:00 

月に人を想う 
満月をながめながら遠方にいる友人に想いを馳せた白居易の詩

「八月十五日夜，禁中独直，対月憶元九」を味読します。あわせ

て，この詩を巧みに用いた『源氏物語』須磨の巻の一節にも触れ

てみます。 
 

人間文化学部 
准教授 

柳川 順子 

第４回 

15:10～

16:10 

かぐや姫のふるさと ― 日本文化の深層を探る ― 

物思いのない「月」の世界に帰って行ったかぐや姫の話は，『源氏物

語』をはじめとする後の文学に大きな影響を与えました。「月」を軸

として『竹取物語』の世界を振り返り，日本の文学や文化の中にかぐ

や姫のお話の「型」を探ります。 
 

人間文化学部 

教授 

西本 寮子 

2 月 28 日  

  (土) 

第５回 

14:00～

15:00 

昇天する魂 ― 近代文学の「月」― 

梶井基次郎の短編「Ｋの昇天」において，海で死んだ主人公は溺

死したのか，それとも月へ昇天したのか？この神秘的な小説につ

いて考察します。また，萩原朔太郎の詩集『月に吠える』におけ

る「月」についても読み解きます。 
 

人間文化学部 
教授 

坂根 俊英 

第６回 

15:10～

16:10 

月と音楽 
月に因むクラシック音楽，とりわけ，ベートーヴェンやドビュッ

シーなどのピアノ曲及びドヴォルザークのアリアなどについて

解説するとともに，CDや DVDなどで各楽曲を鑑賞します。 
 

人間文化学部 
教授 

小玉 好行 

3 月 7 日 

  (土) 

第７回 

14:00～

15:00 

子どもの本と「月」 
私たちは月の表面に「うさぎ」を見ます。では，西洋では月の中

に何が住んでいると考えたのでしょうか。英米の伝承童謡マザー

グースや児童文学，絵本に描かれた「月」を紹介します。 
 

地域連携センター 
助教 

田渕 桂子 

第８回 

15:10～

16:10 

能から見る中世びとの月のイメージ 
花鳥風月，略して花月は風流・風雅を意味し，花と月は春と秋を

象徴し，四季の移ろいに心情を託す日本人の美意識のふるさとで

す。月，特に秋の月のイメージがどのように確立していったのか

を，能の作品から考えます。 
 

人間文化学部 
教授 

樹下 文隆 

月 の 文 化 誌  ― 古今東西「月」を読む ― 

 

第１回 県立広島大学公開講座 

＊ 往復はがき以外での申し込み受け付けはできません。 

＊ お預かりした個人情報は，本事業の運営目的以外には，一切使用いたしません。 

＊ 講師のやむをえない事情，その他の都合により，講座の開講日時，開催会場， 

  内容等の変更，あるいは講座を休止する場合がありますことをあらかじめ 

  ご了承ください。 

＊ 開催当日の受付開始は３０分前からです。 


